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2018 年 7 月主題聖句 

「主よ、わたしたちにも祈りを教えてください。」 

（「主の祈り」ルカによる福音書 11 章 1 節） 

 

牧師（設置者）磯部理一郎 

 今月の保育主題は、「主の祈り」です。新約聖書に、マタイによる福音書の 6章 9

～13 節とルカによる福音書 11 章 2～4 節に紹介される、主イエス・キリストが直接

弟子たちの求めに応じて、お教えになった祈りです。以下、教会で祈られる「主の

祈り」の全文をご紹介いたします。 

 

 「天にましますわれらの父よ、 

願わくはみ名をあがめさせたまえ。 

み国を来たらせたまえ。 

み心の天になるごとく、地にもなさせたまえ。 

われらの日用の糧を今日も与えたまえ。 

われらに罪をおかす者を、われらがゆるすごとく、われらの罪をもゆるしたま

え。 

われらを試みにあわせず、悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄でとは、限りなくなんじのものなればなり。」 

 

プロテスタントの教会では、末尾に、神の栄光のわざを確信し神をほめ讃える讃美

の祈りが付け加えられ、「主の祈り」は終わります。「主の祈り」は、私ども片瀬教

会、付属のぞみ幼稚園の朝拝でも、日々全員一緒に祈られる祈りです。カトリック

もプロテスタンも新旧を問わず、日本中のキリスト教学校でも毎日、教室やチャペ

ルで、全学全生徒によって祈られています。筆者が勤めた大学、中学高校そして幼



稚園でも例外なく全学で全園児が毎日祈る祈りでした。 

 

 「主の祈り」の、前半の３つは「神」ための祈りから、後半の３つは「人間」の

ための祈りから其々構成され、最後に神をほめたたえる讃美の祈りで終わります。

「祈り」と言いますと、ふつう日本の宗教風土では《人間の側》からの求めや願い

を念ずる祈願行為と考えられます。ただキリスト教の「主の祈り」は、全く正反対

です。確かに、人間が祈る祈りですが、元々本質的に《神さま》から、イエス・キ

リストを通して、人間のために、与えられ、教えられた祈りだからです。なぜ、神

さまは、人間のために、「主の祈り」をお与えになったのでしょうか。 

 

 いったいどんな祈りをすればよいのでしょうか。神に届き、神に聴き入れて戴け

る祈りとは、どんな祈りでしょうか。というよりも、自分が今求めている欲求が、

本当の意味で、何よりも自分のためになると、果たして自分はどこまで分って、願

い求めているか、ということです。人間の側で、どれほど沢山のものを祈り求めて

も、人間には不完全さと破れが潜んでいて、常に限界があります。人類の歴史で、

殺人、戦争がなくなった時は、一度もありませんでした。日本がどれほど豊かに文

明や科学技術を獲得しても、教育という最も尊い場でいじめによりこどもの命が奪

われ、親子殺しや兄弟を殺し等の悲惨な事件は、日常茶飯事のように、絶えませ

ん。主イエスは十字架の上で人々のために、「父よ、彼らをお赦しください。自分が

何をしているのか知らないのです」（ルカ 23：34）と祈り、息を引き取られまし

た。人間が人の幸いを思うことに限界があるようです。親も子育てにより良い方法

がさらにあると考え、わが子を思う愛と裏腹に、親の限界に苦悩します。全能の神

が父となり愛してくださり、最も人間のためになる祈りを教えられお与え下さっ

た、その祈りが「主の祈り」です。主の祈りを教えられ、主イエスはすぐに「求め

なさい。そうすれば与えられる。捜しなさい。そうすれば見つけ、門をたたく者に

は開かれる。」と告げます。人にできなくても、きっと神はかなえる、とお約束くだ

さいました。 

 

 祈りの冒頭で、「天にましますわれらの父よ」と、神をわが父と呼びます。天と

は、地の遥かに遠い彼方と考えがちですが、そうではなく、神さまのみ心がある所

を言います。神さまのみ心はいつも私たちを愛し見守ってくださるのですから、常

に私たちに向けられ、私たちと共にあります。その神の愛のみ心が一番力強く働く

場所こそ、聖書は「天」と呼んでいます。ですから、天は遠くではなく、私たちの

近く、それも命と体のただ中にある、と考えて間違いないようです。実は「父」

は、主イエスご自身が神さまをお呼びになった言葉です。「父ちゃん」と幼子が使う

呼び名です。幼子が神さまに全幅の信頼をおき、「お父ちゃん」と呼んで、何でも頼

りにできる関係にあることを示しています。幼子の手をしっかりと握り締め、片時

も離れず、わが子を導き続ける「お父ちゃん」です。そのお父ちゃんがまさにお父

ちゃんらしく力を発揮して、愛のみ心を行ってください、と祈る祈りです。人間の

親以上に熱く愛し、豊かで頼もしい、親子の祈りです。いつも、わが子の近くで見

守る父と子の祈りが「主の祈り」なのです。 

 



 さて、「父ちゃん」と祈り続ける幼子に、父はどう応えるのでしょうか。神は、罪

に苦しむ人間のために、御子イエスを十字架につけて罪を赦し、復活させて永遠の

命を与えます。神は、十字架と復活によって、人間の祈りにお応えくださったので

す。二度と過ちで失われることのない真実な《人間性》を、私たち人間のために取

り戻してくださったのです。後半３つの祈りは、人間のために、毎日のパン、人間

同士の罪や貸し借り、或いは人間に降りかかる試みからの救いが祈られます。神は

決してパンやお金で苦しむ人間を知らないわけでなく、それどころか、日毎のパン

のために祈るよう教えられた程です。肉体の健康も大事、心や魂の健康も大事、そ

して何よりも人間としての尊厳、人格として真実なしかも喜びと希望に溢れる生涯

こそ、私たちの願いです。その人格の完成を、神は十字架と復活により、お与えく

ださいました。 


